
４
月
１
日
、市
に
新
し
い
小
学
校
「
那
覇
小
学
校
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
旧
久
茂
地
小
学
校
と
旧
前
島

小
学
校
が
一
つ
に
な
っ
て
で
き
た
学
校
で
す
。
今
回

の
協
働
大
使
は
、
旧
前
島
小
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
立

ち
上
げ
に
関
わ
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
づ
く
り
に
取
り
組
む
名
城
節
子
さ
ん
で
す
。

3
年
前
子
ど
も
が
幼
稚
園
の
頃
、
前
島
小
区
域

に
は
学
童
が
無
く
、
多
く
の
保
護
者
が
放
課
後
に

つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
名
城
さ
ん
は
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
学
校
内
に
児
童

ク
ラ
ブ
が
必
要
と
考
え
、
他
の
保
護
者
と
共
に
一
か

ら
学
童
保
育
に
つ
い
て
学
び
、
市
役
所
や
教
育
委

員
会
へ
足
し
げ
く
通
い
ま
し
た
。
や
が
て
、
保
護
者

が
結
束
し
大
き
な
力
と
な
り
、
一
つ
一
つ
準
備
を
整

え
、
平
成
24
年
４
月
に
前
島
小
学
校
内
に
児
童
ク

ラ
ブ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

名
城
さ
ん

は
「
当
初
、

問
題
が
山
積

で
、
く
じ
け

そ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

ど
こ
に
相
談

し
て
い
い
の

か
も
分
か
ら

ず
、
他
の
学

▲修復作業の様子

▲湧田弘作「威嚇シーサー」

▲前向きな姿勢で活動する名城節子さん

第 37 回 名城節子さん（旧前島児童クラブ）

お
問
い
合
わ
せ
ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
課 

☎
8
6
1・3
8
4
6

市民・事業者・行政が支え合う協働のまちづくりに取り組む団体、個人を紹介します。

那覇市歴史博物館企画展

開館時間 10 時〜 19 時　木曜休館　☎ 869-5266 

開館時間 10 時〜 18 時（入館は 17 時半まで） ☎ 862-3761
月曜休館　※ただし、月曜が祝日の場合は開館 862-3762

那
覇
市
歴
史
博
物
館
で
は
、「
那
覇

の
史
跡
・
旧
跡
～
み
ん
な
で
歩
こ
う

N
a
h
a 

C
i
t
y
～
」
と
題
し
、

企
画
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
4

月
23
日
ま
で
の
前
期
は
、
首
里
・
真

和
志
地
区
の
史
跡
・
旧
跡
を
紹
介
し

ま
す
。

首
里
地
区
は
、
か
つ
て
は
、
首
里

城
を
中
心
と
し
た
琉
球
王
国
の
王
都

と
し
て
栄
え
た
地
域
で
、
王
国
の
役

所
跡
や
数
多
く
の
寺
院
跡
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
真
和
志
地
区
は
、

か
つ
て
は
真
和
志
間
切
と
い
い
、首
里・

那
覇
に
隣
接
す
る
農
村
地
帯
で
し
た
。

首
里
と
真
和
志
を
結
ぶ
道
に
、

1
5
2
2
年
に
整
備
さ
れ
た
真ま

だ
ま
み
ち

珠
道

が
あ
り
ま
す
。
首
里
か
ら
金

き
ん
じ
ょ
う
ち
ょ
う

城
町
の

石
畳
道
を
通
り
、
金か

な
ぐ
す
く
ば
し

城
橋
を
渡
っ
て
、

識
名
の
台
地
に
至
る
道
筋
で
す
。

金
城
町
の
石
畳
道
は
、
沖
縄
戦
の

戦
災
を
免
れ
、
今
に
伝
わ
る
貴
重
な

史
跡
（
県
指
定
）
で
す
。
金
城
橋

に
は
、
1
8
1
0
年
に
石
橋

を
改
修
し
た
際
の
記
念
碑

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

戦
災
を
受
け
、
破
損
し

ま
し
た
（
2
0
0
5
年

復
元
）。
橋
を
渡
っ
た
急

な
登
り
坂
は
「
シ
チ
ナ

ン
ダ
」
と
い
い
、「
識シ

チ
ナ
ン
ダ

名
平

期	

3
月
15
日（
土
）～
５
月
28
日（
水
）

費	

一般
３
０
０
円

『那覇の史跡・旧跡』～みんなで歩こう Naha City ～

できることから、小さな一歩から
童
や
公
民
館
に
も
行
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し

た
。
設
備
を
整
え
る
資
金
も
足
り
ず
途
方
に
暮
れ

て
い
た
時
、
協
働
大
使
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
こ
ど

も
部
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
た
く

さ
ん
の
方
々
か
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
し
た
」
と
協
働
大
使
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
大
き
な
力
に
な
っ
た
と
当
時
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

立
ち
上
げ
後
は
、
学
童
内
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
り
、
外
部
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
活
動
を
広
げ
る

中
、
新
た
に
知
り
合
っ
た
大
学
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー

が
夏
休
み
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
童
の
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
遊
ん
で
く
だ
さ
り
、
秋
に
は
大
学
祭
の

出
店
を
学
童
の
子
ど
も
た
ち
が
お
手
伝
い
す
る
な

ど
の
楽
し
い
交
流
が
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

現
在
は
、
学
童
に
は
と
き
ど
き
お
手
伝
い
に
行
く

程
度
の
関
わ
り
だ
そ
う
で
す
が
、
今
後
は
、
放
課
後

の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
が
で
き
な
い
か
と
思
案

中
と
の
こ
と
。「
大
人
だ
け
で
な
く
学
生
な
ど
の
若

い
人
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の
勉
強
や
宿
題
の
お
手

伝
い
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
さ

い
こ
と
か
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
ま
た
始
め
よ
う
と

思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
あ

き
ら
め
な
け
れ
ば
、
な
ん
と
か
成
り
ま
す
」
と
語
っ

た
言
葉
は
、
新
た
な
歴
史
を
刻
む
那
覇
小
学
校
の
学

童
に
関
わ
る
人
へ
の
エ
ー
ル
に
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

の
遺イ

ニ
ン
ビ
ー

念
火
」
で
有
名
な
所

で
す
。
坂
を
登
り
き
る

と
、
地
名
の
由
来
と
な
っ

た
「
ハ
ン
タ
ガ
ー
」
が
あ

り
、
左
手
に
行
く
と
、
首

里
城
瑞
泉
門
の
龍
樋
を
中
国

か
ら
持
ち
帰
っ
た
沢
岻
親
方

の
墓
が
あ
り
ま
す
（
那
覇
市

指
定
史
跡
）。
さ
ら
に
進
む
と
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
、
識
名

園
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

識
名
園
周
辺
は
、
1
9
5
6
年
か

ら
始
め
ら
れ
た
識
名
霊
園
整
備
に
よ
り
、

墓
地
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
三
線
野
村
流
の
始
祖

野の
む
ら
あ
ん
ち
ょ
う

村
安
趙
や
、
名な

ご護
聖せ

い
じ
ん人
と
称
え
ら
れ
た

名
護
親お

や
か
た
て
い
じ
ゅ
ん
そ
く

方
程
順
則
な
ど
、
著
名
人
の
墓

も
あ
り
ま
す
。

4
月
上
旬

か
ら
清シ

ー
ミ
ー明

の

時
季
と
な
り

ま
す
。
墓
参

り
を
兼
ね
、
周

辺
の
史
跡
･

旧
跡
を
訪
ね

る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

3 月 1 日（土）、「平成 25 年度なは市民協働大学
卒業式」ならびに「第６期那覇市協働大使委嘱式」が
行われました。卒業式では、受講生一人ひとりに、翁
長市長より卒業証書が授与され、がっちりと握手が交
わされました。また、協働大使委嘱式では、21 の個
人や団体が新たに協働大使の委嘱を受けました。今
回委嘱を受けた方々を含めると、協働大使として活動
していただける方は 566 名となりました。

3 月７日（金）から 9 日（日）までの 3 日間、県
立博物館・美術館ギャラリーにて「第 12 回那覇市
障がい者美術展」が開催されました。会場には、絵
画、写真、書、陶工芸など、さまざまな分野の作品、
419 点が展示されました。ダイナミックな作品や製
作者の思いが伝わるような作品、思わず微笑みたく
なる作品など、個性あふれる作品が並び、訪れた参
観者の目を楽しませました。

3 月15日（土）、約 4ヶ月間にわたって行われた「経営者 
育成塾ＩＮ那覇市」の修了式が行われました。講座最終日と 
なったこの日、受講を終えた 25人に「修了証書」が手渡さ
れたほか、受講生の中から11人を選抜し、各々が作成した 
ビジネスプランを発表するビジネスプランコンテストが行わ 
れました。結果、市長賞に、株式会社オムニバスワンダーラボ
の代表取締役 名嘉真 了一さんが作成した「スモール・スケー 
ル・マップ（施設内案内アプリ）事業計画書」が選ばれました。

広がる協働の輪　５６６名に 個性あふれる力作 
419 点を展示

「経営者育成塾ＩＮ那覇市」 
修了式/ビジネスプランコンテスト

3
1

3
7~9

3
15

▲�金城橋（右）と復元された記念碑（左）

　第 13 回「壺屋でシーサーの日！」にあわせて県内陶工のシーサーが大集
合！ベテランから若手まで、各窯元自慢のシーサーが皆さまをお出迎えいた
します。この機会にお気に入りのシーサー探してみてはいかがでしょうか。

　那覇市立壺屋焼物博物館は昨年、弘治 5 年（1492 年）という非常に古
い年号が刻まれた石製の厨子（沖縄の骨壺）を新たに収蔵いたしました。
この厨子は大きく破損していましたが、本年 3 月に修復が完了しました。
　修復が完了した報告とともに、当館が収蔵する石製の厨子を展示公開す

る企画展を開催いたします。

日 4 月 3 日（木）～ 4 月 20 日（日）　場	３階 企画展示室　費	無料

日	4 月 26 日（土）～ 5 月 6 日（火）
場	3 階 企画展示室　費	無料

壺屋のシーサー陶工展
4月3日（シーサーの日）は那覇市立壺屋焼物博物館を無料開館いたします！

修復完了報告展　石厨子～門上秀叡・千恵子コレクション～

那覇市立壺屋焼物博物館イベント情報

2014 年（平成26年）4月 8


